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1 . これまでの共感性研究について

我々は, 日常生活の中で他者の思考や感情を理解しよ

うとしたり, その結果何らかの気持ちや考えを抱いたり

することがあり, その反応の 1つが共感である (鈴木ら,

2000)｡ 共感性は, 他者をその内面から理解する方法で

あり, 小林 (2004) は ｢学派｣ を問わず心理療法で強調

される要件の 1つとしている｡ また, ������(1957) が
治療者の態度の 1つに共感性を挙げていることからも,

心理療法の分野において, 共感性は非常に重要な概念の

1つであると考えられる｡

これまで共感性については, いくつかの定義がなされ

ており, 複数の尺度が開発されてきている｡ まず, 定義

としては大きく 2つに分かれており, 認知的理解の側面

に注目したものと情動的反応の側面に注目したものとが

存在する｡

認知的理解の側面を強調する定義としては, ������
(1949) の �他人の思考, 感情, 行為のなかに自分自身
を想像的に置き換えて, その人のあるがままの世界を構

成すること�などが挙げられる｡ また, このような認知
的理解の側面を強調する定義に基づいた尺度としては,�����(1969) の���������������が代表的である｡
一方, 情動的反応の側面を強調する定義としては,��������(1969) の �他人が情動状態を経験しているか
または経験しようとしていると知覚したために, 観察者

にも生じた情動的な反応�などが挙げられ, �������������(1972) の����������������������������������
が代表的な尺度である｡

2 . 共感性を多次元的に測定する尺度について

上述したそれぞれの定義に基づく尺度は, 妥当性も確

かめられており, 従来, 数多くの研究において使用され

てきたが, 近年では, 認知的理解と情動的反応の両側面

を統合して共感性として捉えるために, 新たな尺度が作

成され, また一次元的に捉えられていた構造を多次元的

に捉えなおそうとする試みが進んでいる｡ その代表的な

ものとして, �����(1980) の ����������������������������(以下, ���) が挙げられる｡���は, 認知的理解と情動的反応の両側面を含めた
｢視点取得｣, ｢想像性｣, ｢共感的配慮｣, ｢個人的苦痛｣

の 4 つの下位尺度から構成される｡ ｢視点取得｣ とは,

日常生活において他者の視点に立とうとする傾向を意味

し, ｢想像性｣ は, 架空の人物の感情や行動に自分自身

をあてはめる傾向を表す｡ ｢共感的配慮｣ は, 他者に対

して暖かい感情を持ったり配慮する傾向を意味し, 他者

指向的な情動反応である｡ ｢個人的苦痛｣ は, 他者の感

情への反応として自分が不快な感情を抱く傾向を表し,

自己指向的な情動反応とされる｡ これら���の下位尺度
のうち, ｢想像性｣ に関しては, 上述したように認知的

理解の側面を測っているとするものと, 情動的反応の側

面を測っているとするものとがある｡ 登張 (2000) によ
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ると, ｢想像性｣ は, 共感性の認知的次元とされている

が, 情動性との関連が強いとされており, ｢想像性｣ の

性質については結論が出ていないようである｡ この���
(�����, 1983) は, 桜井 (1988) によって日本語版が作

成されているが, 登張 (2003) は, ���だけでなく他の
共感性尺度も含めて, 青年期用の新たな多次元共感性尺

度の作成を行なっている｡ それによると, ｢共感的関心｣,

｢個人的苦痛｣, ｢ファンタジー｣, ｢気持ちの想像｣ の 4

因子が抽出されており, それぞれ���の下位尺度 ｢共感

的配慮｣, ｢個人的苦痛｣, ｢想像性｣, ｢視点取得｣ との間

に�＝�74 以上の非常に高い相関を示しており, 各下位
尺度は対応しているものと思われる｡

3 . 共感性の肯定的側面と不安定な側面

共感性は, �一般的に肯定的な意味合いが強く, また対
人関係のうえで成熟した機能と考えられる�(角田,
2004)｡ 大山 (2004) が中学生を対象として行った調査

結果も, 情動的共感性と日常生活における適応感との間

には有意な相関があり, 日常生活適応感が高いほど共感

性得点も高くなるというものであり, 共感性の肯定的側

面を支持するものと思われる｡ しかし, 共感性が高い者

の中には, 一見したところ共感しているように見えるが,

実際は他者の情動状態に振り回されているだけの者もい

るのではないだろうか｡ 例えば, 他者の情動状態に敏感

に反応し, その人が求めている役割を必死で演じようと

する, 一種の過剰適応の者が考えられる｡ そのような者

の場合, 共感性が高いということは, 他者とのやり取り

をうまく行っていくことに役立つとしても心理的には不安

定な状態であり, 必ずしも適応的であるとは言えないので

はないか｡ このように周囲に合わせすぎてしまい, 時には

振り回されてしまう人々は, 臨床場面にも存在しており,

そのようなクライエントを理解するためにも, 共感性の様

相について吟味することには臨床的意義があると思われる｡

また, 共感性とは, 自分以外の他人の気持ちや考えに

寄り添い, それを理解することであると考えられており,

治療場面において, 最も基本的で重要なセラピストの機

能であると考えられている｡ しかし, 臨床場面において,

セラピスト側が上述したような状態に陥り, そのことを

意識化できない場合, 共感によって有益なものを得るこ

とは難しいと考えられている (角田, 2004)｡ このよう

な体験は, 臨床場面においては, クライエントに巻き込

まれる体験として捉えられている｡

4 . 自我同一性と共感性について

他者の情動状態に振り回されている者の中には, 自我

同一性が拡散し自分がないために, 他者に合わせる方法

でしかコミュニケーションをとることができず, 対人関

係はうまくいっていても心理的にも不適応な状態に陥っ

ている者がいるのではないかと考える｡ よって, 本研究

においては, 上述したように振り回されている状態を自

我同一性の確立の程度という観点から検討する｡

自我同一性は, その確立が青年期における心理・社会

的な発達課題であるとされてきており, 青年期において,

青年は, それまで意識されずに取り入れてきた自分に,

意識を向けるようになり, ｢自分がない｣ ｢本当の自分が

わからない｣ という自我同一性の危機に直面しながら,

本当の自己を模索し見つけていく (志村, 2004) とされ

ている｡ �������(1959�1982) は, このような青年期を
｢自我同一性 対 同一性拡散｣ の危機の時期とした｡ 最

近では, 社会的義務や責任のある立場につくことから回

避したいがために, 就職を避け, 大学や大学院へと進学

する青年の増加も指摘されており (志村, 2004), 青年

期の中でも特に大学生は自我同一性の確立という課題を

突きつけられているものと思われる｡

自我同一性に関しては, 現在までに様々な研究がなさ

れており (谷, 1997；砂田, 1979 など), 数多くの尺度

も作成されている (���������, 1964；������, 1965；
砂田, 1979, 1983 など)｡ その中でも, 谷 (2001) は,

それまで作成されてきた尺度の問題点を挙げ, 新しく自

我同一性を多次元的に捉える尺度を作成している｡

5 . 心理的不適応状態を示す指標について

共感しているように見えても実際は巻き込まれている

だけの者の場合, その者はなんらかの心理的不適応を感

じていると思われる｡ 心理的不適応状態を示すものとし

て, 不安, 抑うつ, 精神的健康度, ストレスなど様々な

指標が考えられる｡ 曽我 (2000) によると, 不安は, 学

習理論で二次性動因と考えられており, それを説明する

概念の一つとして不安定感が挙げられている｡ これは,

本研究において注目している, 自分がなく振り回されて

いる者の持つ不安定さに通じると思われるため, 本研究

においては, 心理的不適応状態を示す多様な指標の中で

も, 不安に着目する｡

また, 不安には, 状態不安と特性不安とが存在すると

されている (�����������, �����������, 1970)｡ 特性不
安とは, 長期的な性格特性としての不安水準であり, 短

期間の緊張水準の変動により生じる不安水準である状態

不安とは区別されている (清水ら, 1981)｡ 本研究にお

いては, 個人の持つ不安定さに注目するため, その時ど

きの周囲の環境によって大きく左右され, 直前の不安刺

激によって反応が変化しうると考えられる, 状態不安は

本研究では取り扱わないこととし, 特性不安にのみ焦点

を当てて検討していく｡

6 . 本研究の目的

本研究の目的は, 上述してきた観点に基づき, 共感性
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の様相を捉えることである｡ その際, 振り回されている

状態を自我同一性の確立の程度, 心理的不適応状態を特

性不安という観点から捉え, 検討していく｡ また, 自我

同一性が確立している者と確立していない者とが混在す

る時期であると考えられている青年期において, このよ

うな検討がより重要となってくると思われるため, 本研

究においては, 青年期, その中でも大学生を対象として,

共感性の様相を捉えていく｡�. 方 法

1 . 手続き

2008 年 11 月下旬～12 月上旬に, �大学の大学生を対
象とした質問紙調査を実施した｡ 質問紙の作成にあたり

順序効果を考慮し, 計 6通りの質問紙を作成した｡

2 . 調査対象者

協力の得られた大学生 232 名 (男性 119 名, 女性 111

名, 不明 2名) のうち, 記入漏れのなかった 216 名 (男

性 113 名, 女性 103 名) のデータを分析の対象とした｡

男性の平均年齢は 20�08 歳 (��＝1�27), 女性の平均年
齢は 20�09 歳 (��＝1�35) であり, 全体の平均年齢は
20�08 歳 (��＝1�31) であった｡
3 . 調査内容

(1) 多次元共感性尺度 (登張, 2003)：共感性を多次元

的に捉えるための尺度であり, ｢共感的関心｣, ｢個

人的苦痛｣, ｢ファンタジー｣, ｢気持ちの想像｣ の 4

つの下位尺度の計 30 項目からなる｡ ｢全くあてはま

らない｣, ｢あまりあてはまらない｣, ｢どちらともい

えない｣, ｢ややあてはまる｣, ｢非常にあてはまる｣

の 5件法で回答を求め, それぞれ 1, 2, 3, 4, 5 と

配点した｡

(2) 多次元同一性尺度 (����) (谷, 2001)：自我同一
性の感覚を多次元的に測定する尺度であり, ｢自己

斉一性・連続性｣, ｢対自的同一性｣, ｢対他的同一性｣,

｢心理社会的同一性｣ の 4つの下位尺度の計 20 項目

からなる｡ ｢全くあてはまらない｣, ｢ほとんどあて

はまらない｣, ｢どちらかというとあてはまらない｣,

｢どちらともいえない｣, ｢どちらかというとあては

まる｣, ｢かなりあてはまる｣, ｢非常にあてはまる｣

の 7 件法で回答を求め, それぞれ 1, 2, 3, 4, 5,

6, 7 と配点した｡

(3) ����日本語版 (清水ら, 1981)：���������������
(1970) によって作成された尺度の日本語版であり,

｢状態不安｣, ｢特性不安｣ の 2つの下位尺度からなる

が, 本研究においては, ｢特性不安｣ の 20 項目のみを

取り扱う｡ ｢決してそうでない｣, ｢たまにそうである｣,

｢しばしばそうである｣, ｢いつもそうである｣ の 4 件

法で回答を求め, それぞれ1, 2, 3, 4と配点した｡�. 結 果

1 . 共感性の性差

多次元共感性尺度の総得点を共感性得点とし, 共感性

の性差について�検定を行った (�����1)｡ その結果, 男
性よりも女性のほうが共感性得点は高かった (�(214)＝
－4�83, �＜�01)｡ 各下位尺度得点においても, ｢共感的関
心｣ (�(205)＝－4�61,�＜�01), ｢個人的苦痛｣ (�(214)＝－2�58,�＜�05), ｢ファンタジー｣ (�(214)＝－3�17, �＜�01) で男性
よりも女性のほうが有意に得点が高かった｡ なお, ｢気持

ちの想像｣ は有意傾向であった (�(214)＝－1�88, �＜�10)｡
2 . 共感性及び自我同一性と特性不安との関連

共感性得点, 自我同一性得点の平均値によって, それ

ぞれ 2群に分類し, 共感性高群 112 名, 共感性低群 104

名, 自我同一性高群 117 名, 自我同一性低群 99 名とし

た (�����2)｡
特性不安得点を従属変数として, 2 (共感性高群・低

群) ×2 (自我同一性高群・低群) の二要因分散分析を
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共感性得点及び下位尺度得点の平均値 (��) と�検定結果

共 感 性 共感的関心 個人的苦痛 ファンタジー 気持ちの想像

男 性 96�43 (14�55) 45�24 (8�03) 17�44 (4�16) 17�81 (5�36) 15�94 (3�55)
女 性 105�42 (12�62) 49�65 (5�97) 18�85 (3�86) 20�13 (5�35) 16�79 (3�05)�値 －4�83�� －4�61�� －2�58� －3�17�� －1�88�

数値は各得点の平均値を表す｡ ( ) 内は��｡���＜�01 ��＜�05 ��＜�10

������
共感性得点及び自我同一性得点の平均値 (��) と各群の人数

共感性得点 自我同一性得点

高群 低群 高群 低群

(�＝112) (�＝104) (�＝117) (�＝99)� 100�72 80�91
(��) (14�35) (17�75)



行った (�����3)｡ その結果, 交互作用は有意ではなかっ
た (�(1,212)＝�03, ����)｡ 主効果については, 共感性高群
のほうが共感性低群よりも (�(1,212)＝5�07, �＜�05), 自
我同一性低群のほうが自我同一性高群よりも (�(1,212)＝
87�90, �＜�01) 特性不安得点が有意に高かった｡
さらに, 共感性の中でも情動的共感性の側面に着目す

るため, 情動的共感性得点の平均値によって, 2 群に分

類し, 情動的共感性高群 108 名, 情動的共感性低群 108

名とし (�����4), それを踏まえて, 特性不安得点を従
属変数として, 2 (情動的共感性高群・低群) ×2 (自我

同一性高群・低群) の二要因分散分析を行った (�����
5)｡ なお, 情動的共感性を構成する下位尺度としては,

｢共感的関心｣ と ｢個人的苦痛｣ のみを含むものとした｡

｢ファンタジー｣ に関しては, 認知的側面と情動的側面

の両側面を含んでいる可能性があるため, 本研究におい

ては情動的共感性から除くものとした｡

分散分析の結果, ����1 に示すように, 交互作用が有
意傾向であった (�(1,212)＝3�62, �＜�10)｡ また, 主効果に
ついては, 情動的共感性高群のほうが情動的共感性低群

よりも (�(1,212)＝12�07, �＜�01), 自我同一性低群のほう
が自我同一性高群よりも (�(1,212)＝90�80, �＜�01) 特性不
安得点が有意に高かった｡ なお, 情動的共感性の単純主

効果は, 自我同一性高群においてのみ有意であった

(�(1,212)＝15�77, �＜�01)｡ また, 自我同一性の単純主効果
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共感性及び自我同一性の各群における特性不安得点の平均値 (��) と分散分析結果

共感性高群 共感性低群 主 効 果 交互

自我同一性高群 自我同一性低群 自我同一性高群 自我同一性低群 共感性 自我同一性 作用

平均値 46�52 55�33 44�21 53�33 5�07 87�90 �03
(��) (7�22) (6�44) (7�03) (7�15) � �� ����

表中の主効果及び交互作用の数値は�値を表す｡���＜�01 ��＜�05

������
情動的共感性及び自我同一性の各群における特性不安得点の平均値 (��) と分散分析結果

情動的共感性高群 情動的共感性低群 主 効 果 交互
作用自我同一性高群 自我同一性低群 自我同一性高群 自我同一性低群 情動的共感性 自我同一性

平均値 47�95 55�04 42�95 53�58 12�07 90�80 3�62
(��) (6�70) (7�23) (6�85) (6�46) �� �� �

表中の主効果及び交互作用の数値は�値を表す｡���＜�01 �＜�10

������
情動的共感性得点の平均値 (��) と各群の人数

情動的共感性得点

高 群 低 群

(�＝108) (�＝108)� 65�46
(��) (9�21)

�����情動的共感性及び自我同一性の各群における特性不安得点の平均値���＜�01



は, 情動的共感性高群 (�(1,212)＝29�03, �＜�01), 情動的
共感性低群 (�(1,212)＝65�45,�＜�01) ともに有意であった｡�. 考 察

1 . 共感性の性差

共感性には性差があることがこれまでの研究から明ら

かにされてきており, 本研究においても, 性差を確認し

た｡ その結果, 数多くの先行研究 (�������������, 1983
など) と同様に, 男性に比べて女性のほうが共感的であ

ることが明らかになった｡��� (1974) によって作成された ��� ��� �������������(����) は, パーソナリティの男性性・女性
性を測定する代表的な心理テストとされているが, そこ

では, 女性性を表す形容詞として, ｢同情的な｣, ｢困っ

ている人への思いやりがある｣ といったものが挙げられ

ており, 本研究の結果から, 女性が性役割として, 実際

にそのような側面を持ち合わせていることが示唆された｡

また, 自閉症研究で有名な����������������(2005)
は, 男女の脳の違いについて, 男性型の脳がシステムを

理解し構築するようにつくられているのに対して, 女性

の脳は他者の気持ちをわがことのように感じるようにつ

くられているのではないかと主張している｡ つまり, 女

性はそもそも �共感にすぐれた脳�を持っているという
ことであり, 本研究の結果も, このような男女の生物学

的違いを反映しているのではないかと考えられる｡

2 . 共感性の特徴

(1) 共感性のもつ不安定な側面

分散分析の結果, 共感性及び情動的共感性が高い者は,

低い人に比べて特性不安を高く持っているということが

示された｡ 共感性は, その性質上, 共感性が高い者は他

者の情動に敏感であるために, 自分自身も敏感に反応し,

不安な気持ちを抱いてしまっているということであろう｡

これまで, 共感性は, �対人関係のうえで成熟した機能�
(角田, 2004) というように社会的スキルとして重要視

されてきたが, 本研究の結果より, そこには不安定な側

面が含まれていることが推測される｡ さらに, 本研究に

おいて着目した共感性の 4項目の中でも特に, 情動的共

感性に含まれる ｢個人的苦痛｣ は, �他者の感情への反
応として自分が不快な感情を抱く傾向�を測定している
とされており (鈴木ら, 2000), 自己指向的な情動反応

とされていることから, 本研究で明らかとなった, 共感

性のもつ一要素としての不安定な側面と深く関わってく

るものと思われる｡

(2) 共感性の情動的側面と自我同一性の影響

本研究においては, 共感性の中でも情動的共感性に注

目し, 情動的共感性が高い者と低い者の特徴について自

我同一性と特性不安を用いて探ろうと考えた｡ 結果とし

ては, 情動的共感性が高い者においても低い者において

も, 自我同一性が確立している者に比べ, 自我同一性が

確立していない者のほうが特性不安を高く持っているこ

とが示された｡ このことから, 自我同一性の強い影響が

伺え, 自我にまとまりがないと不安になるのだろうと考

えられる｡ 武中ら (1995) の研究においても, 高校生に

おける自我同一性拡散得点と不安得点との間に正の相関

が認められており, 自我同一性が確立できていないこと

と不安は密接に関係しているのではないかと考えられる｡

また, 情動的共感性が高い者の中には, 一見したとこ

ろ共感しているように見えるが, 実際は自分がなく他者

に合わせるような態度しかとることができず, 心理的不

適応状態を生じている者もいる可能性が考えられるが,

上述したように, 本研究においては, 自我同一性の影響

があまりにも強いため, その点について言及するのは難

しい｡

(3) 青年と共感性

以上のような特徴を示す, 自我同一性が確立できてい

ない者が存在する一方で, 自我同一性の確立している者

の中においては, 情動的に共感しやすいかどうかが重要

になってくる｡ 本研究の結果や武中らの研究結果

(1995) に現れているように, 自我のまとまりができ,

一人の人間としてのあり方が固まってきた者においては,

まとまりがないことによって揺れ, 不安を喚起させられ

ることは, 自我のまとまりができていない者に比べて少

ないと考えられる｡ しかし, 一方で, 本研究の結果より,

情動への敏感さによって心理的安定感が脅かされ, 不安

を生じることはあるということが考えられる｡

自我同一性の確立は, 青年期における心理・社会的な

発達課題であり, その達成により, 青年は社会の一員と

しての責任ある立場を持つ ｢おとな｣ へと成長していく｡

そのような自我同一性が確立している者と確立していな

い者とが混在する青年期において, 自我のまとまりがな

く揺れている者も, まとまりはあるにも関わらず情動的

敏感さのために揺れやすい者も存在する｡ 青年期を把握

するにあたっては, このように様々な青年像が存在する

ことを理解しておくことが重要になってくるように思わ

れる｡

3 . まとめと今後の課題

本研究では, 共感性の中でも情動的反応の側面に着目

しながら, 自我同一性との関連からみた共感性の様相に

ついて検討してきた｡ 上述してきたように, 本研究によっ

て, 情動的敏感さと自我のまとまりのなさが心理的不適

応状態と関連していることが示され, 共感性の持つ不安

定な側面を中心とした見解が得られた｡ しかし, 自我同

一性の影響が強く現れたことを考慮すると, 本研究の結
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果は, 共感性の様相を明確にするには十分なものではな

かったように思われる｡ 今後は, 共感性の持つ不安定な

側面についても十分に吟味し, 共感性を捉えていくこと

が重要であるとともに, 以下に挙げる課題が存在するよ

うに思われる｡

まず第一に, 今回は, 心理的不適応状態を測定するも

のとして, 特性不安のみを用いており, 他の指標につい

ては検討していない｡ 今後は, 抑うつや精神的健康度,

ストレスといった他の指標を用いて再検討することで,

共感性の特徴はより明らかになると考える｡

また, 本研究においては, 自分がないことや自分の中

に軸をもっていないことを自我同一性の確立の程度とい

う観点から検討し, 2 群に分類して考えたが, ������
(1966) のアイデンティティ・ステータス理論において

は, 二分法による捉え方はあまりに限定的で, 多様な様

相を示す青年期の実態を捉えるためには, ｢達成｣, ｢モ

ラトリアム｣, ｢早期完了｣, ｢拡散｣ という 4つの類型に

分けて考えることが大切であるとされている (宮城,

2005)｡ このことから, 自我同一性を多次元的に捉える

だけでなく, その確立の程度についても多様性を考慮す

ることが今後の課題となりうると思われる｡

最後に, 本研究の結果から, 共感性が高い者は, 低い

者に比べ, 特性不安が高いという結果が得られ, コミュ

ニケーション上重要と考えられている共感性と心理的不

適応状態との関連の可能性が示唆された｡ しかし, 共感

性は日常生活において社会的スキルとして必要とされて

いることから, 社会的適応を高めうる要素だと思われる｡

そのため, 心理的不適応状態と社会的適応とのギャップ

に注目することで, 共感性の特徴がより明らかになりう

るのではないかと考えられる｡ 今後は, 心理的不適応状

態と社会的適応といった 2つの適応のあり方についても

検討していく必要があるだろう｡
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